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編集後記

『母語・継承語・パイリンガル教育（MHB）研究』 11 号の編集も終盤を迎え、なんとかtn~
事に皆様のお手元に届ける見通しが立ち、安堵しております。この11号には、 201-1ff／支の

MHB研究会研究大会の基調講演を記録した講演録1本、投稿論文1本、 2014年度に川さ

れた読書会の成果をまとめた書評、そして2014年度の本研究会、部会（SIG）の活動科！＂与を
掲載しました。

投稿論文に関しましては、今号では8本の投稿をいただきましたが、各論文のテーマの領域

を専門とされる複数の査読者により、厳正なる審査が行われ、 1本のみの採択となりました。

多くの採択に至らなかったことは、編集委員として誠に残念でしたが、査読の過程においては、

どの投稿論文に対しでも、査読者の方々がたくさんの時間を害ljし、て真撃に向き合ってください

ました。コメントもさらに優れた論文を書いていただきたいという想いに溢れるものばかりでし

た。採択された1本の論文は、この厳しい審査を通過して採択された貴重な論考です。 MHB

分野の研究、教育に対して非常にg齢、熱意を持ってご投稿くだ、さった投稿者の方々、そして、

その想いを受け止め、公正かっ真撃に、また厳しくも温かく査読に臨んでくださった査読者の

方々に、この場を借りて感謝の意を表します。

2014年度大会の基調講演者でいらっしゃる内田伸子先生には、講演録の掲載をご快諾いた

だき、改めて御礼申し上げます。文化言語の多様な子どもの言語発達を取り扱う本研究会に

とって非常に示唆に富むご講演の内容を、こうしてより多くの方々と共有させていただけるこ

とはとても幸せなことであると感じます。また、編集に際しては、同大会実行委員長の宮崎幸

江先生をはじめ多くの方々に大変なご尽力をいただきましたこと、ご報告させていただくととも

に御礼申し上げます。

書評に関しては、本分野において、キ一概念として日本でもこれから注目されるであろう

translanguagingについて、読書会を企画された本研究会理事の方々が執筆の労をとってく

ださし、ました。はじめてこの概念に触れる読者にも、わかりやすく、なおかつ読みごたえのある

ものになっていると思います。

末筆ながら、一緒に編集をご担当し、私の至らない部分を全て補い、支えてくだ、さった小津

伊久美先生、ご多忙の中、 2014年度のMHB研究会活動報告並びに部会（SIG）活動報告

をまとめてくださった部会代表者の方々、有限会社津田印刷様、本誌の発刊にかかわる全ての

関係者の皆様に心より感謝申し上げます。

MHB研究会理事編集委員棲井千穂

母語・継承語・パイリンガル教育（MHB）研究第11号
2015年3月31日発行。
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